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プレス発表資料                          
2026 年 8 月 7 日 

愛知県警察本部 

国立研究開発法人防災科学技術研究所 
 

愛知県警察本部と国立研究開発法人防災科学技術研究所 

連携・協力に関する協定を締結 
 

 

 

 

 

 

 

１． 経緯 

防災科研は、1963 年に国立防災科学技術センターとして設立され、防災科学技術に

おける研究開発の中核的な役割を担う国立研究開発法人で、現在、内閣府の戦略的イ

ノベーション創造プログラム（SIP）※第 3 期の課題「スマート防災ネットワークの構築」のう

ち、サブ課題 C「災害実動機関における組織横断の情報共有・活用」で実施する研究開

発の取り組み、災害実動機関における情報共有・活用を促進に関する研究を進めていま

す。本研究では、実動機関が実施する防災訓練等に参画・システムの提供を通じて、研

究開発に必要な知見を得てきました。その一環で、愛知県警にはこれまで開発中のシス

テムを活用した訓練等への参画と、研究開発への知見の提供にご協力をいただきました。

さらに、事故対応や訓練時の現場において、効率的な情報の集約、指揮機能の強化を

目的として、これまで提供したシステムをご活用いただいています。 

このたび、愛知県警と防災科研は、連携・協力に関する協定を交わし、その枠組みに

基づき、連携・協力の一層の推進・発展を図ることを目指します。 

※参考 https://www.nied-sip3.bosai.go.jp/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

  

愛知県警察本部（本部長: 佐藤 隆司、以下「愛知県警」という。）と国立研究開発

法人防災科学技術研究所（理事長:寶 馨、以下「防災科研」という。) は、防災科研が

研究・開発に取り組んでいる災害実動機関における情報共有・活用に関するシステム

に関する実証研究での連携を目的として、８月20日、連携・協力に関する協定を締結

します。 
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〇 連携の締結にあたり、以下のとおり、協定締結式を行います。 

 

1. 概要 

本協定は、防災科研が研究・開発に取り組んでいる災害実動機関における情報共

有・活用に関するシステムに関する実証研究において連携・協力し、災害実動機関とし

ての愛知県警の知見のご提供をいただくことにより一層の研究開発を推進するために

締結するものです。 

 

2. 日時 

2026 年８月 20 日（木） 13：30～ 

 

3. 会場 

愛知県警察本部 本館２階 201 会議室 

（愛知県名古屋市中区三の丸 2-1-1） 

 

4. 出席者 

（1）愛知県警察本部 

本部長  佐藤 隆司 （さとう たかし） 

（2）防災科学技術研究所 

理 事  進藤 和澄 （しんどう かずみ） 

 

 

 

愛知県警察本部 

・災害等の実動・訓練でのシステム活用 

・得られた知見のフィードバック 

・実証研究の場 

 

防災科学技術研究所 

・災害実動機関向けのシステム、機材の 

 提供 

・訓練での企画への参画 

・最新知見の提供 

先進の技術・情報・知見を活用 
災害を乗り越える高いレジリエンスを備えた社会の実現 

連携のイメージ 


